対象（時間）：中学・高校生などの青少年（50分程度）

【ねらい】  参加者が身近に感じられるエピソードをもとに，そのような場面に出会ったらどう思うか，当事者だったらどうするかについて考える。そして，将来自分が大人になったとき，どのように子育てや子育て中の親に関わっていきたいかを話し合い，親あるいは地域社会の一員として，子供や親と関わっていくことの大切さについて考える。
【準備物】 参加者：筆記用具

　　　　   主催者：名札，ワークシート，模造紙，付箋紙（２色），フェルトペン（裏写りしないもの），アンケート用紙
	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	:
	※名札付け
	○全員が名札を付ける。(学校以外の場など必要時)
	※学校側挨拶

※スケジュールを板書しておく。

※机は４～５人程度の小グループ

※既にグループがあるときはそれを活用する。
※参加者の家庭の状況等によっては表現に留意する。


	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介，主旨・ルールなど説明
○アイスブレイク（雰囲気づくり）

　例えば，じゃんけんゲームや手遊びなどの軽いゲームやクイズをするなどして，ファシリテーターと参加者の和やかな雰囲気作りに努める
。
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。
○写真を撮る場合は，予め了解を得る。
○(学校で行う場合など，参加者が初対面でなかったりグループ作成の必要がなかったりする場合)アイスブレイクは，参加者とファシリテーターの関係づくりやファシリテーターの思いやスタンスを伝えることを意識して行う。


	

	：
（24分）

	○タイトル，ねらいを読む。

＜エピソードを読みましょう＞
○エピソードを音読する。

	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守）を知らせる。ただし，言いたくないことは話さなくてもよい。
○ファシリテーターから経験談などを話したり，参加者の経験を聞いたり，この後どうなったかを想像させるような問い掛けをすることで，参加者が考えを出しやすいようにする。

○フードコートのイラストの後ろ姿の学生たちが「参加者＝あなた」であることを伝え，イメージを膨らませてもらう。


	※適宜参加者に声を掛けて安心感を与える。
※テストではないので，自由に書いたり話したりしてもらって構わないことを伝える。（学校で行う場合，ワークシートを回収するかどうかは事前に打ち合わせておく）
※ワークシートには箇条書きで記入してもらう。（以下の設問も同じ）

※グループで話し合ってもらう。（以下の設問も同じ）

※２つ位のグループ

に，話し合ったことを発表してもらい，全体で交流する。（以下の設問も同じ）
※必ずしも全ての設問に発表時間を設けなくても良い。

	
	＜考えましょう＞　

○設問①について話し合う。

（記入，話し合い:４分)

○話し合ったことを紹介する。(２分)
	設問①について，「①子供について」「②おじいさんについて」「③親（たち）について」どう思うかという視点を伝え，考える視点を限定することで考えやすくする。(※中学１年生では①のみ，学年が進めば②，③についても考えるというようにしても良い。)

	

	
	○設問②について話し合う。

（記入，話し合い:４分)
○話し合ったことを紹介する。(２分)
 
	○設問②について理由も考えることで，より主体的に捉えることができるようにする。
	

	
	○設問③について記入し，話し合う。　　　

 　(記入，話し合い:５分) 
○話し合ったことを紹介する。(３分)
	○設問③の「この親」について「ぶつかった子供の親」について考えてもらい，時間に余裕があれば「まわりの親」にも広げて考えるようにする。また「子供にどのように声を掛けるか」「おじいさんに対してどのような態度をとるか」など，必要に応じて説明を加える。

	

	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	：
（15分）
	＜グラフを見てみよう＞
○ファシリテーターがグラフや吹き出しのセリフなどを紹介し説明する。

	○子育ては，楽しく幸せを感じられるものである反面，多くの人が不安も感じていること，また，地域住民も子育て支援の必要性を感じていることなどについて資料と共にファシリテーターの話で伝える。※ワークシートの吹き出し部分を読んで伝えると有効。

	

	
	＜考えましょう，出し合いましょう＞
○設問④について記入し，話し合う。　　　

 　(記入，話し合い:８分) 
○話し合ったことを紹介する。(５分)
	○設問④について，ラベルワークの方法が効果的。その際，例えば親→桃色，地域の一員→青色などと色分けすることで，視点を明確にして考えることができるようにする。

○親として「どんな子育てをしたいか」「どのように子供に関わっていきたいか」，地域の一員として「将来，大人になったときにできそうなこと」「地域社会として必要なこと」などについて考えるように声掛けをする。※「地域の一員」というイメージがわきにくいようであれば，「地域のおじさん，おばさん」などと言い換えるのも良い。
○子育ては，親だけで行うものではなく，地域全体で行っていくものであること，また自らもその一員になっていくということに気付いてもらう。

	

	：
（６分）

	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。(２分)

○ファシリテーターの話。(３分)

○アンケートに記入する。（１分）
	○これからの子育てには，親と地域社会全体で関わっていくことが求められていることを伝える。「『親プロ』ってなに？」のコーナーを紹介し，この取組も地域住民による親への支援であることを伝え，振り返りにつなげるようにする。

	※学校側挨拶


	＜メモ＞
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あなたならどうする，どう考える？～親として，地域の一員として～
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